
別
表
第
一
の
中
央
文
教
学
院
の
項
を
削
り
、
同
表
の
國
際
英
才
学
苑
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
日
本
語
研
究
所

東
京
都

別
表
第
四
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ス
ク
ー
ル
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

東
京
工
科
大
学
附
属
日
本
語
学
校
・
大
学
準
備
教
育
２
年
コ
ー
ス

東
京
都

別
表
第
四
の
天
正
日
本
語
学
校
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

三
重
文
化
経
済
学
院

三
重
県

平成™›年›月�日 金曜日 第œ��œ号官 報
住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
太
平
寺
１
丁
目
５
番
４
号

朴
¥
善
昭
和
5
3年
７
月
3
1日
生

住
所
大
阪
市
東
住
吉
区
今
川
４
丁
目
７
番
1
3号

林
里
映
昭
和
5
7年

1
1月

3
0日
生

住
所
埼
玉
県
戸
田
市
下
前
１
丁
目
1
0番
２
`
3
0
8号

朴
明
浩
昭
和
5
3年
６
月
５
日
生

住
所
大
阪
市
旭
区
清
水
４
丁
目
６
番
３
号

姜
宗
必
昭
和
5
8年
７
月
2
3日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
南
１
丁
目
８
番

2
0
`

8
0
1

号金
廣
美
昭
和
4
5年

1
0月

1
2日
生

金
Ê
子
昭
和
4
8年
２
月
４
日
生

住
所
大
阪
府
羽
曳
野
市
古
市
６
丁
目
９
番
2
3
`
2
0
2号

李
浩
之
昭
和
5
5年
３
月
６
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
小
路
３
丁
目
９
番
1
1号

康
Î
枝
昭
和
3
2年
１
月
1
4日
生

金
權
…
昭
和
4
7年
７
月
1
4日
生

住
所
東
京
都
東
村
山
市
久
米
川
町
４
丁
目
2
6番
地
1
4

ル
イ
ス
・
ベ
イ
ト
ン
・
ポ
ル
テ
ィ
リ
オ
昭
和
4
4年

1
1

月
2
4日
生

住
所
茨
城
県
土
浦
市
右
‚
１
番
地
3
4

朱
俊
喬
昭
和
5
5年
５
月
1
7日
生

住
所
京
都
市
伏
見
区
中
島
前
山
町
1
1
8番
地

張
ı
南
昭
和
4
4年
７
月
2
9日
生

張
子
睿
平
成
1
6年
９
月
2
9日
生

住
所
京
都
府
久
世
郡
久
御
山
町
栄
３
丁
目
１
番
地
2
5

金
宣
吉
子
昭
和
1
7年
２
月
1
4日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
三
栄
町
７
番
地
３

白
玉
檸
昭
和
5
4年
６
月
1
4日
生

別
表
第
一
の
三
重
文
化
経
済
学
院
の
項
を
削
り
、
同
表
の
国
際
交
流
友
の
会
外
語
学
院
の
項
中
「
国
際
交
流
友
の
会

外
語
学
院
」
を
「
Ｆ
Ｌ
Ａ
学
院
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
の
東
京
工
科
大
学
附
属
日
本
語
学
校
・
大
学
準
備
教
育
２
年
コ
ー
ス
の
項
を
削
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
百
四
十
三
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
法
務

省
告
示
第
百
四
十
五
号
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
留
学
の
在

留
資
格
に
係
る
基
準
の
規
定
に
基
づ
き
日
本
語
教
育
機
関
等
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
一
号

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
二
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
税
関
近

代
化
の
た
め
の
通
関
電
子
化
及
び
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
グ

ル
ウ
ィ
ン
ド
ウ
導
入
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の

概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府

と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

税
関
近
代
化
の
た
め
の
通

関
電
子
化
及
び
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ン
グ
ル
ウ
ィ
ン
ド
ウ

導
入
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役

務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

二
十
六
億
六
千
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

谷
Ä
泰
明
在
ベ
ト
ナ
ム
大
使

ベ
ト
ナ
ム
側

ヴ
オ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
エ
財
政
大
臣

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
二
号

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
に
ア
ピ
ア
で
、
サ
モ
ア

独
立
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡

の
交
換
が
サ
モ
ア
独
立
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

貧
困
削
減
に
向
け
た
努
力

推
進
に
寄
与
す
る
た
め
、
貧
困
削
減
に
係
る
計
画
等
に

充
当
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

一
億
円

３

署
名
者

日
本
側

三
田
村
秀
人
在
サ
モ
ア
大
使

サ
モ
ア
側

フ
ァ
ウ
ム
イ
ナ
・
テ
ィ
ア
テ
ィ
ア
・
リ
ウ

ガ
財
務
大
臣

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
三
号

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
六
日
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、

イ
ン
ド
に
お
け
る
「
ポ
リ
オ
撲
滅
計
画
」
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
児
童
基

金
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

ポ
リ
オ
撲
滅
計
画
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

一
億
二
千
万
円

３

署
名
者

日

本

側

齋
木
昭
ø
在
イ
ン
ド
大
使

国
際
連
合
児
童
基
金
側

カ
リ
ン
・
フ
ル
シ
ョ
フ
在
イ

ン
ド
事
務
所
代
表

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
四
号

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
は
、
明
治
三
十
二
年

七
月
二
十
九
日
に
ハ
ー
グ
で
作
成
さ
れ
た
「
国
際
紛
争
平

和
的
処
理
条
約
」
及
び
明
治
四
十
年
十
月
十
八
日
に
ハ
ー

グ
で
作
成
さ
れ
た
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
の
加

入
書
を
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
九
日
に
オ
ラ
ン
ダ
王

国
外
務
省
に
寄
託
し
た
。
よ
っ
て
、
前
記
の
明
治
三
十
二

年
七
月
二
十
九
日
の
条
約
は
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十

九
日
に
、
明
治
四
十
年
十
月
十
八
日
の
条
約
は
平
成
二
十

四
年
二
月
二
十
七
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主

義
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
四
年
一
月
四
日
付
け
在
京
オ
ラ
ン
ダ
王
国

大
使
館
口
上
書
）

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
五
号

ア
ル
バ
ニ
ア
共
和
国
政
府
及
び
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民

共
和
国
政
府
は
、
明
治
四
十
年
十
月
十
八
日
に
ハ
ー
グ
で

作
成
さ
れ
た
「
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
条
約
」
に
加
入
す

る
旨
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
八
日
及

び
同
年
十
二
月
二
十
八
日
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
外
務
省
に
通

告
し
た
。
よ
っ
て
、
同
条
約
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月

二
十
七
日
に
ア
ル
バ
ニ
ア
共
和
国
に
つ
い
て
、
平
成
二
十

四
年
二
月
二
十
六
日
に
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
人
民
共
和
国
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
四
日
付
け
及
び
同
年
十
二
月

三
十
日
付
け
在
京
オ
ラ
ン
ダ
王
国
大
使
館
口
上
書
）

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

〇
外
務
省
告
示
第
百
三
十
六
号

南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
政
府
は
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
十

日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国
郵
便
連
合
憲
章
」、

昭
和
四
十
四
年
十
一
月
十
四
日
に
東
京
で
作
成
さ
れ
た

「
万
国
郵
便
連
合
憲
章
の
追
加
議
定
書
」、
昭
和
四
十
九

年
七
月
五
日
に
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国
郵
便

連
合
憲
章
の
第
二
追
加
議
定
書
」、
昭
和
五
十
九
年
七
月

二
十
七
日
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国
郵
便
連

合
憲
章
の
第
三
追
加
議
定
書
」、
平
成
元
年
十
二
月
十
四

日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国
郵
便
連
合
憲
章

の
第
四
追
加
議
定
書
」、
平
成
六
年
九
月
十
四
日
に
ソ
ウ

ル
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国
郵
便
連
合
憲
章
の
第
五
追
加
議

定
書
」、
平
成
十
一
年
九
月
十
五
日
に
北
京
で
作
成
さ
れ

た
「
万
国
郵
便
連
合
憲
章
の
第
六
追
加
議
定
書
」、
平
成

十
六
年
十
月
五
日
に
ブ
カ
レ
ス
ト
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国

郵
便
連
合
憲
章
の
第
七
追
加
議
定
書
」
及
び
「
万
国
郵
便

連
合
一
般
規
則
」
並
び
に
平
成
二
十
年
八
月
十
二
日
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
作
成
さ
れ
た
「
万
国
郵
便
連
合
憲
章
の
第

八
追
加
議
定
書
」
及
び
次
に
掲
げ
る
諸
文
書
へ
の
加
入
の

宣
言
を
、
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
九
日
に
万
国
郵
便
連

合
国
際
事
務
局
長
に
寄
託
し
た
。

^

万
国
郵
便
連
合
一
般
規
則
の
第
一
追
加
議
定
書

_

万
国
郵
便
条
約

`

郵
便
送
金
業
務
に
関
す
る
約
定

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
万
国
郵
便
連
合
国
際
事

務
局
長
に
よ
る
通
告
の
日
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
十
月
四

日
に
南
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
じ
た
。

（
平
成
二
十
三
年
十
月
四
日
付
け
万
国
郵
便
連
合
国
際

事
務
局
文
書
）

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

š
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